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北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
第
五
回

総
会
が
、
去
る
十

一
月
八
日
、
す
み
れ
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
。

今
村
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、　
一
九
九
〇

―
九

一
年
度
事
業
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て

の
報
告
が
あ
り
、
続
い
て

一
九
九

一
―
九

二
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
の
提
案
が

行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、

新
し
い
運
営
委
員
等
の
選
出
が
行
わ
れ
た
。

繰
越
金
　
　
　
一全

一九
、
三
二
〇
円

合
計

　
　
一
、
七
三
二
、　
一
八
九
円

収
入
の
主
な
も
の
は
会
費
の
他
、

コ
ン

サ
ー
ト
収
益
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
の
本
の

売
上
金
な
ど
。
支
出
の
主
な
も
の
は
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
週
間
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会

な
ど
で
あ
る
。

一
、
十
月
二
十
八
日
　
第
十
二
回
例
会

「
創
立
三
周
年
記
念
演
奏
会
」
―
十
名
の

人
々
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
や
独
唱
な
ど
。

教
育
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
。

二
、　
一
月
十
日
　

「
吉
田
勝

一
氏
を
囲

ん
で
」
―
ポ
日
協
会
の
活
動
や
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
最
近

の
事
情
な
ど
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

セ
ン
タ
ー
に
て
。

三
、
六
月
十
七
―
二
十
九
日
　
十
二
日

間
に
わ
た
り
ヽ
国
際
交
流
プ

ラ
ザ
お
よ
び

天
神
山
国
際

ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
絵
本
お
よ
び
原
画
展
、
児
童
画
お

よ
び
人
形
等
の
展
示
を
行

っ
た
。
さ
ら
に

内
田
利
沙
子
氏
、
遠
藤
道
子
氏
、
伊
東
孝

之
氏
の
講
演
会
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理
講
習

会
な
ど
の
催
し
が
こ
の
期
間
中
に
行
わ
れ

た
。一

、
通
常
例
会
四
回
程
度
．

映
画
会
、
音
楽
会
な
ど
。

二
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
。

三
、

「
ポ
ー
レ
」
の
発
行
。

（
収
入
）

会
費
収
入

繰
越
金

そ
の
他

（
支
出
）

事
業
費

会
合
費

六
〇
〇
、
○
○
○
円

六
二
九
、
二
二
〇
円

一
一
〇
、
四
〇
〇
円

四
三
〇
、
○
○
○
円

一
四
〇
、
○
○
○
円

こ
の
あ
と
、　
一
九
九
二
年

一
月
か
ら
事

務
局
が
移
転
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
了
承

さ
れ
た
。

（詳
し
く
は
本
誌
ニ
ペ
ー
ジ
参

照
）総

会
の
あ
と
懇
親
会
に
う

つ
り
、
ま
ず

大
竹
貞
さ
ん
の
解
説
で
ビ
ア
ノ
演
奏
が
行

わ
れ
た
。
高
島
真
智
子
さ
ん
と
水
谷
澄
子

さ
ん
の
連
弾
で
、
シ
ョ
パ
ン
の
ワ
ル
ツ

・

作
品
六
四
の
二
と
、
モ
シ

ュ
コ
フ
ス
キ
ー

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
風
舞
曲

。
作
品
五
五
よ
り

ポ

ロ
ネ
‥
ズ
が
演
奏
さ
れ
た
。
連
弾
は
こ

の
よ
う
な
場
所
で
は
珍
し
く
、
約
五
十
名

の
参
加
者
は
み
な
興
味
深
く
演
奏
に
聴
き

（収
入
）

会
費
収
入

そ
の
他

繰
越
金

仮
受
金

合
計

　
　
一
、

（支
出
）

事
業
費

連
絡
費

会
合
費

合
計

五
八
二
、
○
○
○
円

四
八
〇
、
七
七
二
円

六
二
六
、
〇

一
七
円

四
三
、
四
〇
〇
円

七
三
二
、　
一
八
九
円

七
四
五
、
七
二
五
円

七
八
、
七
四
四
円

一
三
、
七
八

一
円

九
九
九
、
五
六
九
円
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入

っ
た
。

こ
の
あ
と
、
ポ
‥
ラ
ン
ド
か
ら

の
お
客
様
約
十
二
名

（
こ
の
中

に
は
十

一

月
九
日
に
講
演
を
さ
れ
た
ス
タ
シ
ス

。
エ

イ
ド
リ
ゲ
ヴ

イ
チ
ウ
ス
氏

夫
妻

も
含
ま

れ
て
い
る
）
を
ま
し
え
て
な
ご
や
か
な
会

食
が
行
わ
れ
た
ｏ

つ
い
で
霜
田
千
代
麿
氏

の
解
説
で
、
ポ

ラ
ン
ス
キ
ー
監
督
の
短
編

映
画

「
タ
ン
ス
と
二
人
の
男
」
、

「
デ
ブ

と
や
せ

っ
ぼ
」
、

「
哺
乳
類
」
の
三
本
が

上
映
さ
れ
た
。
ど
の
作
品
も
非
常
に
ユ
ニ

ー
ク
で
ざ
ん
新
な
作
品
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
盛

り
込
ん
だ
総
会
と
懇
親
会
を
終
え
、
北
海

道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
は
次
の
年
度

ヘ

の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

ス

タ

シ

ス

お

お

い

に
語

る

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
著
名
な
画
家
、
ス
タ
シ

ス

・
エ
イ
ド
リ
ゲ
ヴ
ィ
チ
ウ
ス
氏
の
講
演

会
が
、
去
る
十

一
月
九
日

（土
）
午
後

一

時
よ
り
札
幌
市
教
育
文
化
会
館
三
階
の
研

修
室
で
約
二
十
名
の
聴
衆
を
集
め
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

ス
タ
シ
ス
氏
は
ま
ず
黒
板
に
図
案
化
し

た
自
分
の
サ
イ
ン
を
描
き
上
げ

（下
の
図
）

て
か
ら
、
ゆ

っ
く
り
と
し
た
回
調
で
話
し

始
め
ま
し
た
。
日
常
的
な
街
角
の
風
景
や
、

野
原
や
畑

に
あ
る
な
に
げ
な
い
自
然
を
素

材
に
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
の
個
性

あ
ふ
れ
る
芸
術
作
品
を
作
り
上
げ
る
か
を

具
体
的
に
わ
か
り
す
く
説
明
し
て
く
れ
ま

し
た
。
講
演
の
あ
と
参
加
者
か
ら
活
発
な

質
問
が
あ
り
、
二
時
間
余
の
講
演
会
を
終

え
ま
し
た
。
　
　
　
　
・

´
リ
ー
ナ
さ
ん
を
囲
む

楽
し
ぃ
ポ
ト
ラ
ン
ド
語

●
第
九
期
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

今
期
は
前
期

に
引
き
続

い
て
初
級

の
勉
強
を
行

い
ま
す
。
初
め

て
の
方

も
歓
迎
し
ま
す
。

【
期
　
間
】

一
九
九
二
年

一
月

二
十

二
日

（水
）
よ
り
二
月
二
十

五
日

（
水

）
ま
で
の
十
週
間

【
時
　
間
】

毎
週
水
曜
日
の
午
後
六
時
二
十
分
か
ら
午
後
八
時
三
十
分

ま

で
の
二
時
間

【
会
　
場
】

北
海
道
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
セ
ン
タ
ー

ヽ
　

　

　

（
住
所
）
札
幌
市
北
区
北
七
条
西
六
丁
目

（
電
話
）
七
三
六
―
三
二
八
八

【
講
　
師
】

【
授
業
料
】

【
申
込
先
】

熊
倉

ハ
リ
ー
ナ
先
生

一
万
円
仁
千
円

（
十
回
分
）

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
事
務
局

（
〇
六
〇
　
札
幌

市
中
央
区
南
二
条
東

一
丁
目
、

（株
）
河
合
楽
器
製
作
所
北

海
道
支
社
内

（
戸
田
長
裕
気
付
）
電
話
〇

一
一
―
二
三

一
―

，・ハ
ユハ
一ハ
　
一　
）

ま
た
は
灰
谷

（
札
幌
市
東
区
北
四
十
条
東
十
丁
目
、
電
話

〇

一
一
―
七
〇
二
―
四
九
二
九
）
ま
で
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第
十
六
回
例
会
の
お
知
ら
せ

●
北
大

ス
ラ
ブ
研
究

セ
ン
タ
ー
に
滞
在
中

の
カ
ナ
ダ

「
ア
ル
バ
ー
タ
大
学

の

エ
ド
ワ
ー
ド

。
モ
ジ

ェ
イ

コ
教
授
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
行

い
ま

す
。
ま
た
、
講
演

の
あ
と
ポ
‥
ラ
ン
ド
大
使
館
提
供

の
ビ
デ
オ
上
映
会

を
行

い
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ｏ

一
、
講
演

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学

の
新
し

い
潮
流
」

ェ
ド
ヮ
ー
ド

・
モ
ジ

ェ
イ

コ
教
授

（
カ
ナ
ダ

・
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
比

較
文
学
部
長

（
モ
ジ

ェ
イ

コ
教
授
は
二
十
世
紀

ロ
シ
ア

・
プ

ル
ガ
リ
ア
文
学
を
専

田
日
ＬＣ
‐し
、
　
∽
ｏ
ｏ
一
”
】
∽̈
”　
”
０
”
】
”
∽
ヨ
　̈
↓
〓
Φ
Ｏ
【
ヽ
・　
”
く
０
一
●
”
ｏ̈
「
い　
０
０
ｏ
”
””
ｏ

（卜
一
↓
↓
）
　̈
”
ｏ
”モ
ｏ
Φ
”
　
一
”
Ｘ
”Φ
″ヽ
　
”
”
０
　
国
ｏ
つ
ｏ
　̈
↓
す
０
　
”
ｏ
ｏ
”
『
ヽ
　
“
”
０

■
■
■
属
∽
３

ｏ
ざ
２
塁

〓
〓
９
゛

♂
，
・
〓
〓
）
な
ど
の
著
書
が

あ

り
ま
す
。

ス
ラ
ブ
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は

ロ
シ
ア
ア
バ
ン
ギ

ヤ
ル
ト

（
そ
の
文
芸
活
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
構
造
）
に

つ
い
て
研
究
さ
れ

て
い
ま
す
。
）

二
、

ビ
デ
オ
上
映
会

「
マ
ゾ

フ
シ

ェ
舞
踊
団

―
ハ
イ
ラ
イ
ト
フ
ィ
ル
ム
」

（
上
映
時
間

一
時
間
二
十
三
分
）

【
日
　
時

】

一
月
二
十
五
日

（土
）
午
後

一
時
か
ら
三
時
四
五
分
ま
で

【
場
　
所
】

札
幌
教
育
文
化
会
館
三
階
小
研
修
室

（
札
幌
市
中
央
区
北

一
条
西
十
三
丁
目
、
電
話
〇

一
一
―

二
七

一
―
五
八
二

一
）

【
入
場
料
】

無
料

※
休
憩
時
間
を
利
用
し

て
簡
単
な
ポ

ッ
ト
ラ

ッ
ク
方
式

（
持
ち
寄
り
方
式
）

の
パ
ー
テ
イ
ー
を
行
い
ま
す
。
何
か
適
当
な
食

べ
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
れ

一

ば
幸

い
で
す
ｏ

催
し
も
の
案
内

ガ

イ

ク

と

シ

ョ
パ

ン

ポ
ー
ラ
ン
ド
舞
踊
と
シ
ョ
パ
ン
の
夕
べ

シ
ョ
パ
ン
を
生
ん
だ
国
ポ

ー
ラ
ン
ド
か
ら
、

か
ぎ

り
な
い
愛
と
友
情
と
平
和
を
お
贈
つ
し
ま
す
。

あ
ぎ
や
か
な
民
族
衣
装
、
迫
力
の
ダ

ン
ス
、

そ
し

て
情
感
あ
ふ
れ
る
メ

ロ
デ
ィ
、

こ
の
素
敵
な
感
動
を
、
あ
な
た
に
。

札
幌
公
演
　
　
一
一月
五
日

（水
）
、
六

日

（
木
）
、
七
日

（
金
）

札
幌
道
新
ホ
ー
ル
に
て

旭
川
公
演
　
　
一
一月
八
日

（
土
）
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

旭
川
公
会
堂
に
て

岩
見
沢
公
演
　
一
一月
九
日

（
日
）

岩
見
沢
市
民
会
館

ホ
ー
ル
に
て

（
い
ず
れ
も
午
後
六
時
開
場
、
六
時

二
十
分
開
演
）

【
出
　
演
】

ポ
‥
ラ
ン
ド
国
立
民
族
舞
踏
団

「
ガ
イ
ク
」

ピ

ア

ニ
ス
ト

ー
イ
ヴ

オ
ナ

・
ク
リ

マ
ス
シ

ェ
フ

ス
カ

【
入
場

料

】

大
人

三
〇

〇
〇
円
、
小
人

一
五
〇

〇
円

（
税

込

み
）

【
主
　
催
】

生
活
協
同
組
合
市
民
生
協

コ
ー
プ
札
幌

【
後
　
援

】

北
海
道
ポ

ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会

※
チ
ケ

ッ
ト
の
お
求
め
、
お
問

い
合
わ
せ
は
、

コ
ー
プ
さ

っ
ぼ
ろ
各
店

の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
ま

で
。

米米来来来*米来来来来米来米*来来米米※米来来米来米米米米米米米米来米米米来来米
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※
※
×
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
＊
米
来
米
※
※
Ｘ
Ｘ
Ｘ

琥
珀
＝
北
方

の
金

Ｘ
×
※
×
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
×
※
※

ザ

ボ

ト

ニ
ク

・
ピ

オ
ト

ル

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
Ｘ
※
※
※
※
※
Ｘ
※
×
※
※
×
※

私
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
出
身
で
す
が
、
約

二
年
前
に
札
幌
の
女
性
と
結
婚
し
て
こ
ち

ら
に
来
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ヨ
ー
ロ
ツ

パ
と
日
本
の
橋
渡
し
、
輸
入
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

今
日
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
美
し
い
琥
珀

に
ま

つ
わ
る
面
白
い
お
話
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話

に
も

ポ
ー
ラ
ン
ド

・
ド
イ

ツ

・
デ
ン
マ
ー
ク

の
北
部

の
海
岸
で
は
、
現
在
で
も
嵐
の
後

に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
波
に
打
ち
寄

せ
ら
れ
た
黄
色
や
暗
赤
色
の
小
さ
な
石
を

探
す
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
英
語

で
い
う

ア
ン
パ
ー
、
す
な
わ
ち
琥
珀
で
す
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
も
琥
珀
に
ま

つ
わ
る

次
の
よ
う
な
話
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
る
と
き
女
神
が
地
上
に
降
り
て
き

て
、
人
間
の
男
性
に
恋
を
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
神
の
国
の
掟

に
よ
り
、
女
神
は

追
放
さ
れ
て
、
神
と
し
て
の
力
を
失
い
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
限
り
あ
る
命
を
も

っ
た
人
間
と
し
て

一
生
地
上

に
生
き
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
女
神
は
と
て
も
悲
し
　
　
北
は
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
か
ら
南
は
ア
ラ
ピ

み
ま
し
た
。
こ
の
時
流
し
た
涙
が
の
ち
に
　
　
ア
、
西
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
東
の
ロ
シ
ア
に

琥
珀
と
な
り
ま
し
た
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
る
各
国
に
広
ま
り
ま
し
た
。
特
に
北

さ
て
、
現
実
に
戻
り
ま
す
が
、
琥
珀
は
　
　
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と

樹
木
か
ら
出
る
脂

（
や
に
）
が
化
石
化
し
　
　
い

っ
た
琥
珀
の
産
地
で
は
数
多
く
の
芸
術

た
も
の
で
す
。
約
五
十
万
年
前
、
今
の
北
　
　
口
ｍ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。　
一
キ

ロ
グ
ラ
ム

海
や
パ
ル
チ

ッ
ク
海
は
広
大
な
森
で
し
た
。
　

の
琥
珀
は
金

一
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
匹
敵
す
る

樹
木
は
大
風
な
ど
に
よ

っ
て
傷

つ
け
ら
れ
　
　
と
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
。

』はけ
′‐ヽ内郵なヵゝ動中虫‥こ践悧」̈
韓いＦ　　　　　軌珀の部屋

り
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
森
に
も
　
　
　
「
琥
珀
の
部
屋
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い

そ
の
よ
う
な
樹
木
は
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
　

た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

一
七
〇

一

や
が
て
氷
河
期
が
訪
れ
ま
す
。
北
部

ヨ
ー
　
　
年
、
時
の
プ

ロ
イ
セ
ン
王

フ
リ
ー
ド
リ

ッ

ロ
ッ
パ
が
ほ
ぼ
現
在
の
地
形
に
な

っ
た
頃
、
　

ヒ
三
世
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
あ
る
宮
殿
に
琥

植
物
は
全
て
枯
れ
果
て
ま
し
た
が
、
や
に
　
　
珀
で
飾

っ
た
部
屋
を
作
ら
せ
ま
し
た
。
王

は
化
石
化
し
て
小
さ
な
石
の
よ
う
に
な
り
、
　

亡
き
あ
と
、
後
継
者
に
よ

っ
て
ロ
シ
ア
の

海
の
底
に
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
も
こ
　
　
ピ

ョ
ー
ト
ル
大
帝

に
贈
ら
れ
、
サ
ン
ク
ト

の
よ
う
な
形
で
残

っ
て
い
る
の
で
す
。
　
　
　
　
・
ペ
テ
ル
ス
プ

ル
グ
の
冬
の
宮
殿
に
運
ば

人
間
は
か
な
り
早
く
か
ら
琥
珀
の
美
し
　
　
れ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
女
帝

エ
リ
ザ
ベ

さ
に
魅
せ
ら
れ
た
よ
う
で
、
三
万
年
前
に
　
　
―
卜
の
命
に
よ
り
、
夏
の
王
宮
に
移
さ
れ

作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
首
飾
り
が
見

つ
か
　
　
ま
し
た
。
こ
の
部
屋
は
壁
に
琥
珀
の
モ
ザ

っ
て
い
ま
す
。
細
工
技
術
は
時
代
と
共
に
　
　
イ
ク
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
そ
こ
に
大
き
な
鏡

向
上
し
装
飾
品
の
み
な
ら
ず
、
戸
棚
や
机
　
　
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
陽
光
に
輝
く

と
い

っ
た
家
具
も
琥
珀
で
飾
ら
れ
る
ほ
ど
　
　
美
し
さ
、
さ
ら
に
蝦
燭
の
炎
に
照
ら
さ
れ

に
な
り
ま
し
た
。
十
四
世
紀
か
ら
十
八
世
　
　
て
放

つ
や
わ
ら
か
な
輝
き
は
幻
想
的
で
、

紀
に
か
け
て
琥
珀
芸
術
は
最
も
開
花
し
、
　

　

息
を
の
む
ほ
ど
の
美
し
さ
だ

っ
た
と
伝
え

ら
れ
、
世

の
七
不
思
議
の

一
つ
に
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
二
次
大
戦

中
に
ド
イ
ツ
軍
の
手
に
よ
り
解
体
さ
れ
、

ド
イ
ツ
に
移
送
さ
れ
た
ら
し
く
、
行
方
は

現
在
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。

さ
て
、
十
九
世
紀
に
入
る
と
、
パ
ル
チ

ッ
ク
海
沿
岸
が
琥
珀
の
主
要
産
出
地
と
な

り
、
今
に
至

っ
て
い
ま
す
。
細
工
技
術
が

最
も
美
し
い
の
は
グ
ダ

ニ
ス
ク
を
中
心
と

す
る
北
部
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
琥
珀
の
部
屋
を
作

っ
た

マ
イ
ス
タ

ー
も
こ
の
地
方
の
出
身
だ

っ
た
そ
う
で
す
ｏ

長
い
経
験
を
要
す
る
手
作
業
に
よ
る
細
工

は
、
今
再
び
そ
の
価
値
を
認
め
ら
れ
、
ネ

ツ
ク
レ
ス

・
プ

ロ
ー
チ

ｏ
指
輪
な
ど
、
芸

術
性

の
高

い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
、
琥

珀
は
世
界
百

ヵ
国
以
上

の
女
性
に
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
美
し
さ
も
き
る
こ
と
な
が
ら
、

幸
運
を
呼
ぶ
石
と
し
て
も
有
名
で
、
さ
ら

に
リ

ュ
ウ

マ
チ
や
神
経
痛
を
治
す
効
果
も

あ
る
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
琥
珀
に

っ
い
て
は
ま
だ
不
明
な
点
も
多
く
、
神
秘

の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
、

実
は
女
神

の
涙
で
あ

っ
た
と
い
う
神
話
も

全
く
は
否
定
で
き
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
ポ
ー
レ
」
編
集
委
員
会

小
笠
原
正
明

・
斎
田
道
子

清
水
保
子

〔連
絡
先
〕
露
Ｔ
〓
８

（
斎
田
）
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